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広報ポスター（左：10月分ポスター表面、右：11月分プログラム紹介） 
図書館で毎日講習会を実施する、という試み 
「図書館ワークショップシリーズ」実施報告 
重嶋 まみ（利用者支援課） 
 
0. なぜ今「図書館ワークショップシリーズ」か 
 近年図書館では、「リテラシー支援活動」を積極的に展開し、情
報検索のコツやデータベースの使い方、図書館の使い方を広く
学生に指導してきた。中でも、授業を担当する教員や学部から
の依頼に応じて、図書館職員が授業を行う「授業支援」を数多く
実施し、好評を得てきた。 
しかし、授業支援をリテラシー支援活動の中心に据えたことに
より、特定の授業の受講生や特定の学部の学生には支援が届く
一方で、受講機会のない学生をフォローできない状態が続いて
きた。また、授業単位のリテラシー支援では、一度に受講する人
数が多いため、学生が個別に抱える問題を解決する、理解でき
るまで繰り返し説明する、といったことは困難であった。 
 これらの状況を鑑み、誰でも参加できる少人数制の講習会を図
書館独自で企画するに至り、「図書館ワークショップシリーズ（以
下、WS と表記する）」と銘打ち、2012年 10～12月の 2 ヶ月半
に渡り、開催することとした。 
 
1. WS実現の 5つのポイントとその効果 
 WSは、以下の 5つのポイントを軸に、企画、実施した。 
(1) 図書館内・少人数での開催  
 近年のリテラシー支援活動は、学内の端末教室のような閉じら
れた空間で実施されることが多かった。WS は、人目に付く中央
図書館グループ学習室 A を主な会場に設定し、図書館に支援
体制があることや、誰でもその支援を受けられることを図書館利
用者に広く伝えることを目指した。 
 また、大半のプログラムの参加定員を 8名と非常に少ない人数
に設定した。少人数で開催することにより、参加者各人に合わせ
た細やかな対応が実現し、好評を得た。 
(2) 毎日開催  
 いつもきまった時間や場所で毎日開催することにより「この時間
に図書館に行けば講習会を実施している」と強く学生に印象づ
けることを狙った。 
10月はすべてのプログラムを 16時半から開催したが、11月
からは、参加者からの要望に応じ、徐々に開催時間の選択肢を
増やした。16時半前後の時間帯や、朝（1限の時間）にも実施す
ることで、早稲田キャンパス以外の学生や社会人学生等多様な
参加者を集めることに成功した。 
(3) 1コマ 40分の短時間実施  
 学生に、授業と授業の合間の空き時間に気軽に参加してもらう
ため、1コマを 40分という短時間に設定した。 
通常の授業支援の半分程度の時間で、参加者を満足させるこ
とができるか懸念もあった。しかし、自ら応募し参加した学生の集
中力は高く、理解に不安があれば質疑がなされたため、参加の
しやすさと、内容の濃い支援の両方を実現することができた。 
(4) 限られたマンパワーでの実施  
 より手厚いリテラシー支援活動をより多くの学生に対し実施しよ
うとするとき、時間やマンパワーの制約とどのように折り合いをつ
けるかが大きな課題となる。WS は、満足度の高い講習を、いか
に少ない人数と労力で、数多く実現できるかを明らかにすること
のできる絶好の機会であった。 
(5) 様々な試みの場  
リテラシー支援活動の形は数限りなく考えられるものの、実行
に移す機会やタイミングを逸し、いくつものアイディアが実現さ
れないままの状態となっていた。図書館が独自に主催する企画
であるからこそ、これまでに扱ったことのない分野の講習会や、
経験のない活動スタイルに果敢に挑戦できる場となった。 
2. 多様なプログラム 
 10月に6種のプログラムで開始したWSは、11月に8種を追
加、12月に新たに1種を開催し、計15種のプログラムを用意す
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RefWorksシリーズは特に人気を博した 
 
ることができた。プログラムの内容は下記の通りである（ [ ] 内は
プログラムの種類数）。 
RefWorks[3 種]：支援要望の多い、文献情報管理ソフト
RefWorks の活用方法を、端末実習を中心に講習したプログラ
ム。参加者の習熟度別に、内容を 3段階に分けた。 
ツアー[3 種]：研究書庫での資料探し体験に特化したツアーや、
長い間検討段階に留まっていたセルフツアー（参加者が 1 人で
館内を回り理解を深める）を実現した。 
文献検索・論文執筆[4 種]：基礎的な文献検索法の講習会（日英
両言語で実施）に加え、論文執筆のための図書館活用法に焦点
を当てた講義形式のプログラム、相談会形式のプログラムなど、
多様な切り口で実施した。 
専門データベース[2種]：統計情報や判例など、特定の資料を探
すことを目的として、図書館資料の活用方法を講習。 
就職活動対策[2 種]：「企業研究」「筆記試験（時事問題）対策」と
いった学生の関心の高いテーマで惹き付け、多様な学生に、図
書館資料の活用方法を伝えることを目指した。 
学生ボランティア企画[1 種]：リテラシー支援への学生活用の試
み。以前、学内プロジェクト「こうはいナビ」の一環として実施した
内容を基にした。図書館独自に募集した、リテラシー活動に関心
の強い学生が内容を再検討し、当日の実施だけでなく広報やマ
ニュアル作成も担った。 
 以上15種のプログラムは、WSのためにゼロからつくられたわ
けではない。WS 実施の中核を担った利用者支援課では、日頃
より、課員を各学術院等の担当チームに分け、キャンパス図書館
や各学術院の教員図書室担当者と連携して日々のリテラシー支
援活動を行っている。その担当チームごとにプログラムを企画、
準備、実施したことにより、授業支援等の経験を新たな試みに活
用することができたとともに、この活動を通して各担当者のスキ
ルアップを図ることにも成功した。 
また、WS をきっかけとして、9～11 月に、受講者を「職員」に
絞った「図書館情報検索研修（大学教育をとりまく情報はどこにあ
るか）」を開催したことも記しておきたい（人事課主催の研修とし
て実施）。高等教育に関する情報収集の方法や役立つ資料につ
いて図書館職員が講習した本企画は、当初 2回実施の予定が、
応募者多数により 4 回に増やされ、34 名の職員が受講した。大
学契約データベース等の活用を職員にも促すとともに、図書館
によるリテラシー支援活動を職員に体験してもらう好機となった。 
 
3. 申し込み・参加実績とそこから見えたニーズ 
(1) 申し込みと参加実績 
 WS 開催の広報を開始するや否や参加の申し込みが多数寄
せられ、10月の全 16 コマの開催に対し、のべ 101名の申し込
みがあった。これは、定員総数の 78％を占める、我々の予想を
はるかに超えた数字であった。11月、12月は、10月ほどの申し
込み件数の伸びはなかったが、口コミをきっかけに申し込む学
生が出るなど、新たな利用者層に浸透していく様子が見られた。 
 
注）コマ数はそれぞれ、10月16コマ、11月23コマ、12月18コマ 
 
計75 
計71 
計58 
計101 
計109 
計83 
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(2) 大学院学生と外国人学生の支援ニーズ 
10月に参加募集を開始してすぐに、大学院学生、および外国
人学生の参加申し込みが非常に多いことに驚かされた。10月の
参加申込ののべ人数を見ると、大学院学生が学部学生の 2倍に
上るとともに、4 割強が日本語を母語としない（しかし日本語の読
み書き、会話に支障のない）学生からの申し込みであった。 
本学では、日本語を母語としない学生が年々増えており、図
書館では、英語や中国語で授業支援や図書館ツアーを行うなど、
日本語以外での支援活動を実施してきた。しかし、今回のWSを
通し、早稲田で主に日本語を使用して学ぶ外国人学生がリテラ
シー支援を求めていること、彼らに対する図書館の支援が不足
していることが明らかになった。WS のようなイベントで支援の間
口を広げるとともに、レファレンスカウンター等の相談窓口が常
に用意されていることを、より一層周知しなければならないと痛
感した。 
 
4.成果 
 2 ヶ月半の実施期間中、実際に WS に参加した人数は、のべ
204名に上った。 
図書館にリテラシー支援体制があることを、WS を通して初め
て知ったという参加者が少なからずおり、リテラシー支援の受け
皿を拡げるという当初の目的を果たすことができた。学年も専攻
も異なる学生を皆満足させるにはどうしたらよいか、試行錯誤を
繰り返した結果、「役に立つ情報が得られた」、「参加してよかっ
た」という満足の声が多く寄せられた。 
 また、WSは、私たち図書館職員に既存の授業支援のスタイル
に捉われずに企画、準備、運営を行う機会を与えてくれた。図書
館にどのような魅力的な資料があるか、どのようなプログラムが
参加者を惹きつけるか、どのようなサポートが必要とされている
かを自由に検討したことは、職員業務や図書館サービスを見直
す好機となった。加えて、日頃図書館利用者との会話の機会を
多く持たない職員が、その利用動向を知り、資料収集等にどのよ
うな悩みを抱えているのかをうかがい知ることのできる「対話の場」
として、WSが大いに機能したことも特筆したい。 
5.課題 
 今回の WS では、リテラシー支援活動の「時期」や「対象」を教
員や図書館職員が想定して実施する授業支援と異なり、WS は
個別のニーズに応じて、誰でも、いつでも参加できる強みがある
ことが確認できた反面、「学部学生中心の参加者」という想定が
早々に覆され、実施時期についても参加者から様々な意見が寄
せられるなど、我々の想定と学生のニーズに乖離があることがわ
かった。 
 また、参加者の関心に従い自由にプログラムを選択、参加して
もらえるよう、短時間開催のプログラムを多様にそろえたが、一部
からは40分間では物足りない、期待していた内容と違った、とい
う声が寄せられた。今後、各プログラムの時間設定の再検討や
内容についての周知方法、あるいはプログラムの内容そのもの
について練っていく必要があるといえる。 
 
6.新たなリテラシー支援活動の検討へ向けて 
 これまで述べてきたように、WS は図書館のリテラシー支援の
新たな展開となっただけでなく、様々な効果や多くの示唆を与え
てくれた。WSを今回限りの企画として終わらせるのではなく、成
果と課題を十分に検討し、新たな活動につなげたい。 
誰でも参加可能なリテラシー支援企画を定期的に開催し、1年
を通して周知することで、必要を感じた学生が、必要なタイミング
でリテラシー支援を受けられる体制づくりを検討していくと同時
に、常設のレファレンスサービス等についても積極的に広報し、
図書館利用者の声を聞きながら、図書館のリテラシー支援機能
全体の強化を図りたい。 
より多様なサービスを展開するには、多様な人員が必要であ
る。図書館内はもとより、学内他箇所とも協力し、より効果的な支
援を実現していきたい。 
 今後もさらに展開していく図書館の活動にご期待いただきた
い。 
